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コミュニティ・スクールとは？

コミュニティ・スクールは学校・保護者・地域住民が力を合わせて学校の
運営に取り組む制度（学校運営協議会制度）を導入した学校のことです。
川島町では、令和５年度からすべての小・中学校に学校運営協議会を設置

し、学識経験者や保護者、地域住民、校長等で構成される委員が、学校運営
に関わっています。
この制度により、学校が地域ならではの創意工夫を生かした特色ある学校

づくりを、地域と一体とって進めています。
また、地域と学校との連携、適切な役割分担により、教職員が児童生徒と

向き合う時間を確保できることや、地域の活動がより活発になるという効果
も期待しています。
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コミュニティ・スクールの意義

コミュニティ・スクールでは、法律に基づき、学校運営協議会の役割や権限が明確化され
ているため、保護者や地域住民等が学校に任せることなく、学校運営の「当事者」として、
自立した学校と対等な立場で、継続して学校運営に関わることができます。

■ 当事者性…十分な権限により当事者意識が高まり、協議が活性化（熟議）
■ 自立性・対等性…十分な権限を持つ自立した合議体として、効果的な学校運営に寄与
■ 持続性…永続的かつ安定した学校運営のための仕組みを制度的に保証

コミュニティ・スクールの有用性

コミュニティ・スクールは、学校と地域をとりまく課題解決のための仕組み（プラット
フォーム）となり得るものです。学校や子供たち、地域が抱える様々な課題を学校だけに
任せるのではなく、地域全体で解決を図る必要があることから、学校と地域が目標や課題
を共有し、協議する仕組みであるコミュニティ・スクールを活用し、保護者や地域住民等
が当事者意識を持って参画することで、様々な取組が活性化されます。
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